
議題１（委員会決裁事項（規則第３条第６号）） 

知事からの意見聴取に対する回答の承認について 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 29 条の規定により知事から意見を求めら

れた平成29年５月定例府議会に提出された次の議案について、大阪府教育委員会事務決裁

規則第５条に基づき教育長が代決により異議がない旨を回答した。 

この代決を、大阪府教育委員会事務決裁規則第７条第２項に基づき承認する。 

平成29年６月16日 

大阪府教育委員会       

○条例案 

１ 職員の退職手当に関する条例一部改正の件 

２ 職員の育児休業等に関する条例一部改正の件 

３ 職員の政治的行為の制限に関する条例及び府吏員退隠料等条例一部改正の件 

４ 大阪府学校医等の公務災害補償に関する条例一部改正の件 

＜参考＞ 

○大阪府教育委員会事務決裁規則 

（事務の専決及び代決） 

第５条 第３条各号に規定する事項について緊急やむを得ないときは、教育長がその

事項を代決することができる。 

（専決した事項等の報告） 

第７条  （略） 

 ２ 第５条の規定により教育長が代決したときは、速やかに委員会の会議において

報告し、その承認を受けるものとする。 
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知事から意見聴取があった議案一覧

○条例案

番

号
件     名 概          要 備 考

１ 職員の退職手当

に関する条例一

部改正の件 

雇用保険法等の改正による失業等給付の見直し

に伴い、所要の改正を行う。

 〔主な改正内容〕

 ・基本手当の給付日数の延長の対象に障害者等が

追加されたことに伴い、当該延長の対象に該当

する場合に、当該延長に係る基本手当に相当す

る金額を退職手当として支給することができ

ることとする。

・移転費の支給対象に、地方公共団体又は職業紹

介事業者の紹介した職業に就くため、その住所

又は居所を変更する者が追加されたことに伴

い、当該支給対象となる職員に対し、移転費に

相当する金額を退職手当として支給すること

とする。

    施行日：公布の日ほか

教育委員会を含む大

阪府全体に関するも

の

２ 職員の育児休業

等に関する条例

一部改正の件 

人事院規則の改正により、国家公務員の再度の育

児休業をすること等ができる特別の事情として、保

育の利用の申込みを行っているが、当面その実施が

行われないことが明確化されたことに伴い、条例に

同趣旨の規定を追加する。

施行日：公布の日

教育委員会を含む大

阪府全体に関するも

の

３ 職員の政治的行

為の制限に関す

る条例及び府吏

員退隠料等条例

一部改正の件 

教育公務員特例法施行令の改正により、規定の整

備（条項ずれ是正）を行う。

施行日：公布の日

教育委員会を含む大

阪府全体に関するも

の

４ 大阪府学校医等

の公務災害補償

に関する条例一

部改正の件 

公立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の

公務災害補償の基準を定める政令の改正に伴い、府

立学校の学校医等の公務災害に係る補償基礎額を

改正する。

    施行日：公布の日

教育委員会所管条例

【５月 17 日の教育委

員会会議において報

告した内容から修正

なし】
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大
阪
府
条
例
第

号

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
一
条

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
年
大
阪
府
条
例
第
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で

示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

改
正
後

改
正
前

（
失
業
者
の
退
職
手
当
）

第
十
条

（
略
）

２
―
９

（
略
）

10

（
略
）

一

（
略
）

二

当
該
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

イ

特
定
退
職
者
で
あ
つ
て
、
雇
用
保
険
法
第
二
十

四
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
に
相
当
す

る
者
と
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
知
事
が
同
項
に
規

定
す
る
指
導
基
準
に
照
ら
し
て
再
就
職
を
促
進

す
る
た
め
に
必
要
な
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
四
条
第
四
項
に
規
定

す
る
職
業
指
導
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と

認
め
た
も
の

ロ

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
三
十
二
条
各
号
に

掲
げ
る
就
職
が
困
難
な
者
で
あ
つ
て
、
雇
用
保
険

法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る

者
に
相
当
す
る
者
と
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で

定
め
る
者
に
該
当
し
、
か
つ
、
知
事
が
同
項
に
規

定
す
る
指
導
基
準
に
照
ら
し
て
再
就
職
を
促
進

す
る
た
め
に
必
要
な
職
業
安
定
法
第
四
条
第
四

項
に
規
定
す
る
職
業
指
導
を
行
う
こ
と
が
適
当

で
あ
る
と
認
め
た
も
の

三
・
四

（
略
）

11
―
17

（
略
）

附

則

１
―
55

（
略
）

（
失
業
者
の
特
例
）

56

平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
退
職
し
た

職
員
に
対
す
る
第
十
条
第
十
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
項
中
「
第
二
十
八
条
ま
で
」
と
あ
る
の
は

「
第
二
十
八
条
ま
で
及
び
附
則
第
五
条
」
と
、
同
項
第

二
号
中
「
ロ

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
三
十
二
条
各

号
に
掲
げ
る
就
職
が
困
難
な
者
で
あ
つ
て
、
雇
用
保
険

法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に

相
当
す
る
者
と
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者

に
該
当
し
、
か
つ
、
知
事
が
同
項
に
規
定
す
る
指
導
基

準
に
照
ら
し
て
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な

職
業
安
定
法
第
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
職
業
指
導

を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
も
の
」
と
あ
る

「
ロ

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
三
十
二
条
各
号

ハ

特
定
退
職
者
で
あ
つ
て
、
雇
用
保
険
法
附

に
掲
げ
る
就
職
が
困
難
な
者
で
あ
つ
て
、
雇
用
保
険
法

則
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
内
に
居
住
し
、
か

（
失
業
者
の
退
職
手
当
）

第
十
条

（
略
）

２
―
９

（
略
）

10

（
略
）

一

（
略
）

二
・
三

（
略
）

11
―
17

（
略
）

附

則

１
―
55

（
略
）

の
は
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第
二
条

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で

示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
等
）

１

こ
の
条
例
中
第
一
条
及
び
次
項
の
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、
第
二
条
及
び
附
則
第
三
項
の

規
定
は
平
成
三
十
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後

の
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
平
成
二
十

九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

新
条
例
第
十
条
第
十
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
り
、
新
条
例
附
則
第
五
十
六
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
退
職
職
員
（
退
職
し
た
新
条

例
第
二
条
に
規
定
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
、
新
条
例
第
十
条
第
一
項
第

二
号
に
規
定
す
る
所
定
給
付
日
数
か
ら
同
項
に
規
定
す
る
待
期
日
数
を
減
じ
た
日
数
分
の
同

項
の
退
職
手
当
又
は
同
号
の
規
定
の
例
に
よ
り
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十

六
号
）
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
者
に
係
る
同
号
に
規
定
す
る
所
定
給
付
日

第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
相

つ
、
知
事
が
同
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

当
す
る
者
と
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者
に

る
指
導
基
準
に
照
ら
し
て
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め

該
当
し
、
か
つ
、
知
事
が
同
項
に
規
定
す
る
指
導
基
準

に
必
要
な
職
業
安
定
法
第
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る

に
照
ら
し
て
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
職

職
業
指
導
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
も

業
安
定
法
第
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
職
業
指
導
を

の
（
イ
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
も
の

」

改
正
後

改
正
前

（
失
業
者
の
退
職
手
当
）

第
十
条

（
略
）

２
―
10

（
略
）

11

（
略
）

一
―
四

（
略
）

五

公
共
職
業
安
定
所
、
職
業
安
定
法
第
四
条
第
八
項

に
規
定
す
る
特
定
地
方
公
共
団
体
若
し
く
は
同
法

第
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
職
業
紹
介
事
業
者
の

紹
介
し
た
職
業
に
就
く
た
め
、
又
は
知
事
の
指
示
し

た
雇
用
保
険
法
第
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る

公
共
職
業
訓
練
等
を
受
け
る
た
め
、
そ
の
住
所
又
は

居
所
を
変
更
す
る
者

同
項
に
規
定
す
る
移
転
費

六

（
略
）

12
―
17

（
略
）

（
失
業
者
の
退
職
手
当
）

第
十
条

（
略
）

２
―
10

（
略
）

11

（
略
）

一
―
四

（
略
）

五

公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
し
た
職
業
に
就
く
た

め
、
又
は
知
事
の
指
示
し
た
雇
用
保
険
法
第
五
十
八

条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
共
職
業
訓
練
等
を
受
け

る
た
め
、
そ
の
住
所
又
は
居
所
を
変
更
す
る
者

同

項
に
規
定
す
る
移
転
費

六

（
略
）

12
―
17

（
略
）

と
す
る
。

1
-
4



数
に
相
当
す
る
日
数
分
の
同
条
第
三
項
の
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
終
わ
っ
た
日
が
新
条
例

の
規
定
の
適
用
の
日
以
後
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

３

退
職
職
員
で
あ
っ
て
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第

十
四
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十

一
号
。
以
下
「
新
職
業
安
定
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
八
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
公
共
団

体
又
は
新
職
業
安
定
法
第
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
職
業
紹
介
事
業
者
の
紹
介
に
よ
り
職
業

に
就
い
た
も
の
に
対
す
る
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条

例
第
十
条
第
十
一
項
（
第
五
号
に
係
る
部
分
に
限
り
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職

員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
第
十
条
第
十
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
は
、
当
該
退
職
職
員
が
当
該
紹
介
に
よ
り
職
業
に
就
い
た
日
が
第
二
条
の
規

定
の
施
行
の
日
以
後
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
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大
阪
府
条
例
第

号

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
大
阪
府
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示

す
よ
う
に
改
正
す
る
。改

正
後

改
正
前

（
再
度
の
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
別
の
事

情
）

第
三
条

（
略
）

一
―
五

（
略
）

六

配
偶
者
が
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
入
院
し
た
こ

と
、
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ
と
、
育
児
休
業
に
係
る

子
に
つ
い
て
児
童
福
祉
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に

規
定
す
る
保
育
所
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教

育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法

律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
六

項
に
規
定
す
る
認
定
こ
ど
も
園
又
は
児
童
福
祉
法

第
二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育
事

業
等
（
以
下
「
保
育
所
等
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る

保
育
の
利
用
の
申
込
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
当
面
そ

の
実
施
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
そ
の
他
の
育
児
休
業

の
終
了
時
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事

実
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
育
児
休
業
に
係
る

子
に
つ
い
て
育
児
休
業
を
し
な
け
れ
ば
そ
の
養
育

に
著
し
い
支
障
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
。

七
・
八

（
略
）

（
育
児
休
業
の
期
間
の
再
度
の
延
長
が
で
き
る
特
別
の

事
情
）

第
四
条

育
児
休
業
法
第
三
条
第
二
項
の
条
例
で
定
め

る
特
別
の
事
情
は
、
配
偶
者
が
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り

入
院
し
た
こ
と
、
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ
と
、
育
児
休

業
に
係
る
子
に
つ
い
て
保
育
所
等
に
お
け
る
保
育
の

利
用
の
申
込
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
当
面
そ
の
実
施
が

行
わ
れ
な
い
こ
と
そ
の
他
の
育
児
休
業
の
期
間
の
延

長
の
請
求
時
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事

実
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
育
児
休
業
に
係
る
子

に
つ
い
て
育
児
休
業
の
期
間
の
再
度
の
延
長
を
し
な

け
れ
ば
そ
の
養
育
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
る
こ
と
と

な
っ
た
こ
と
と
す
る
。

（
育
児
短
時
間
勤
務
の
終
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
一
年
を
経
過
し
な
い
場
合
に
育
児
短
時
間
勤
務
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
特
別
の
事
情
）

第
十
一
条

（
略
）

一
―
六

（
略
）

七

配
偶
者
が
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
入
院
し
た
こ

と
、
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ
と
、
育
児
短
時
間
勤
務

に
係
る
子
に
つ
い
て
保
育
所
等
に
お
け
る
保
育
の

利
用
の
申
込
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
当
面
そ
の
実
施

が
行
わ
れ
な
い
こ
と
そ
の
他
の
育
児
短
時
間
勤
務

の
終
了
時
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事

実
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
育
児
短
時
間
勤
務

に
係
る
子
に
つ
い
て
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
な
け

（
再
度
の
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
別
の
事

情
）

第
三
条

（
略
）

一
―
五

（
略
）

六

配
偶
者
が
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
入
院
し
た
こ

と
、
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ
と
そ
の
他
の
育
児
休
業

の
終
了
時
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事

実
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
育
児
休
業
に
係
る

子
に
つ
い
て
育
児
休
業
を
し
な
け
れ
ば
そ
の
養
育

育
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
。

七
・
八

（
略
）

（
育
児
休
業
の
期
間
の
再
度
の
延
長
が
で
き
る
特
別
の

事
情
）

第
四
条

育
児
休
業
法
第
三
条
第
二
項
の
条
例
で
定
め

る
特
別
の
事
情
は
、
配
偶
者
が
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り

入
院
し
た
こ
と
、
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ
と
そ
の
他
の

育
児
休
業
の
期
間
の
延
長
の
請
求
時
に
予
測
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
事
実
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
当

該
育
児
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
育
児
休
業
の
期
間

の
再
度
の
延
長
を
し
な
け
れ
ば
そ
の
養
育
に
著
し
い

支
障
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
と
す
る
。

（
育
児
短
時
間
勤
務
の
終
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
一
年
を
経
過
し
な
い
場
合
に
育
児
短
時
間
勤
務
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
特
別
の
事
情
）

第
十
一
条

（
略
）

一
―
六

（
略
）

七

配
偶
者
が
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
入
院
し
た
こ

と
、
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ
と
そ
の
他
の
育
児
短
時

間
勤
務
の
終
了
時
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
事
実
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
育
児
短
時

間
勤
務
に
係
る
子
に
つ
い
て
育
児
短
時
間
勤
務
を

し
な
け
れ
ば
そ
の
養
育
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
る

こ
と
と
な
っ
た
こ
と
。
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附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

れ
ば
そ
の
養
育
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
る
こ
と
と

な
っ
た
こ
と
。
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大
阪
府
条
例
第

号

職
員
の
政
治
的
行
為
の
制
限
に
関
す
る
条
例
及
び
府
吏
員
退
隠
料
等
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

（
職
員
の
政
治
的
行
為
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条

職
員
の
政
治
的
行
為
の
制
限
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
五
年
大
阪
府
条
例
第
百
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で

示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
府
吏
員
退
隠
料
等
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条

府
吏
員
退
隠
料
等
条
例
（
昭
和
九
年
大
阪
府
条
例
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で

示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

改
正
後

改
正
前

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
職
員
（
府
の
職
員
（
警
察
法
（
昭

和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
五
十
六
条
第
二

項
に
規
定
す
る
地
方
警
察
職
員
を
除
く
。
）
の
う
ち
地

方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一

号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
六
条
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
職
員
に
限
る
。
こ
の
条
後
段
を
除
き
、

以
下
同
じ
。
）
に
対
し
て
制
限
す
る
政
治
的
行
為
そ
の

他
必
要
な
事
項
を
定
め
、
職
員
の
政
治
的
中
立
性
を
保

障
す
る
こ
と
に
よ
り
、
府
の
行
政
の
公
正
な
運
営
を
確

保
し
、
府
政
に
対
す
る
府
民
の
信
頼
の
向
上
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
な
お
、
府
立
学
校
の
職
員
（
教

育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一
号
）
第

十
八
条
第
一
項
（
教
育
公
務
員
特
例
法
施
行
令
（
昭
和

二
十
四
年
政
令
第
六
号
）
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職

員
に
限
る
。
）
並
び
に
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負
担

法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
五
号
）
第
一
条
及

び
第
二
条
に
規
定
す
る
職
員
の
う
ち
法
第
三
条
第
二

項
に
規
定
す
る
一
般
職
に
属
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

関
係
法
令
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
適
正
に
対
処
す
る
も

の
と
す
る
。

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
職
員
（
府
の
職
員
（
警
察
法
（
昭

和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
五
十
六
条
第
二

項
に
規
定
す
る
地
方
警
察
職
員
を
除
く
。
）
の
う
ち
地

方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一

号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
六
条
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
職
員
に
限
る
。
こ
の
条
後
段
を
除
き
、

以
下
同
じ
。
）
に
対
し
て
制
限
す
る
政
治
的
行
為
そ
の

他
必
要
な
事
項
を
定
め
、
職
員
の
政
治
的
中
立
性
を
保

障
す
る
こ
と
に
よ
り
、
府
の
行
政
の
公
正
な
運
営
を
確

保
し
、
府
政
に
対
す
る
府
民
の
信
頼
の
向
上
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
な
お
、
府
立
学
校
の
職
員
（
教

育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一
号
）
第

十
八
条
第
一
項
（
教
育
公
務
員
特
例
法
施
行
令
（
昭
和

二
十
四
年
政
令
第
六
号
）
第
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職

員
に
限
る
。
）
並
び
に
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負
担

法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
五
号
）
第
一
条
及

び
第
二
条
に
規
定
す
る
職
員
の
う
ち
法
第
三
条
第
二

項
に
規
定
す
る
一
般
職
に
属
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

関
係
法
令
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
適
正
に
対
処
す
る
も

の
と
す
る
。

改
正
後

改
正
前

第
一
条

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

一
号
）
第
二
条
及
教
育
公
務
員
特
例
法
施
行
令
（
昭

和
二
十
四
年
政
令
第
六
号
）
第
八
条
第
一
項
ニ
規

定
ス
ル
府
立
学
校
（
旧
制
専
門
学
校
ヲ
含
ム
）
ノ

学
長
、
校
長
、
部
局
長
、
教
員
（
次
項
ニ
規
定
ス

ル
講
師
及
助
教
諭
ヲ
除
ク
）
、
助
手
及
養
護
助
教

諭
（
次
項
ニ
規
定
ス
ル
養
護
助
教
諭
ヲ
除
ク
）
（
以

下
教
育
職
員
ト
云
フ
）
但
シ
教
育
公
務
員
特
例
法

第
一
条

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

一
号
）
第
二
条
及
教
育
公
務
員
特
例
法
施
行
令
（
昭

和
二
十
四
年
政
令
第
六
号
）
第
九
条
第
一
項
ニ
規

定
ス
ル
府
立
学
校
（
旧
制
専
門
学
校
ヲ
含
ム
）
ノ

学
長
、
校
長
、
部
局
長
、
教
員
（
次
項
ニ
規
定
ス

ル
講
師
及
助
教
諭
ヲ
除
ク
）
、
助
手
及
養
護
助
教

諭
（
次
項
ニ
規
定
ス
ル
養
護
助
教
諭
ヲ
除
ク
）
（
以

下
教
育
職
員
ト
云
フ
）
但
シ
教
育
公
務
員
特
例
法
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附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
第
二
条
ノ
規
定
ニ
依
リ
恩
給
法
ノ
規
定
ノ
準

用
ヲ
受
ク
ル
者
ヲ
除
ク

四

（
略
）

本
条
例
ニ
於
テ
府
吏
員
ニ
準
ズ
ベ
キ
者
ト
ハ
府
立
高

等
学
校
ノ
常
時
勤
務
ニ
服
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
ル
講
師

並
ニ
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
十
八
年
法
律
第
八
十
号
）
第
一
条
ノ
規
定
ニ
依
ル

改
正
前
ノ
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二

十
六
号
）
ニ
規
定
ス
ル
盲
学
校
、
聾ろ
う

学
校
及
養
護
学

校
ノ
助
教
諭
、
養
護
助
教
諭
及
常
時
勤
務
ニ
服
ス
ル

コ
ト
ヲ
要
ス
ル
講
師
（
以
下
準
教
育
職
員
ト
云
フ
）

ヲ
謂
フ

附
則
第
二
条
ノ
規
定
ニ
依
リ
恩
給
法
ノ
規
定
ノ
準

用
ヲ
受
ク
ル
者
ヲ
除
ク

四

（
略
）

本
条
例
ニ
於
テ
府
吏
員
ニ
準
ズ
ベ
キ
者
ト
ハ
府
立
高

等
学
校
ノ
常
時
勤
務
ニ
服
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
ル
講
師

並
ニ
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
十
八
年
法
律
第
八
十
号
）
第
一
条
ノ
規
定
ニ
依
ル

改
正
前
ノ
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二

十
六
号
）
ニ
規
定
ス
ル
盲
学
校
、
聾ろ
う

学
校
及
養
護
学

校
ノ
助
教
諭
、
養
護
助
教
諭
及
常
時
勤
務
ニ
服
ス
ル

コ
ト
ヲ
要
ス
ル
講
師
（
以
下
準
教
育
職
員
ト
云
フ
）

ヲ
謂
フ
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